
書
陵
部
本
「
浄
弁
拉
慶
運
歌
集
」
を
め
ぐ
っ
て

浄
弁
と
慶
運
は
南
北
朝
期
の
歌
壇
に
あ
っ
て
、
二
条
為
世
門
の
和
歌
四
天
王

と
し
て
、
頓
阿
・
兼
好
ら
と
と
も
に
活
躍
し
た
歌
憎
で
あ
る
。

中
世
で
一
角
の
歌
人
と
さ
れ
た
人
物
に
は
、
何
手
首
も
収
録
す
る
家
集
の
存

す
る
の
は
珍
し
く
な
く
、
な
か
に
は
一
万
を
憩
え
る
家
集
を
現
存
さ
せ
て
い
る

歌
人
も
い
る
。

こ
う
い
っ
た
傾
向
の
な
か
で
、
浄
弁
・
慶
運
父
子
の
和
歌
作
品
を
収
集
し
て

み
る
と
、
少
数
し
か
現
存
し
な
い
こ
と
が
改
め
て
痛
感
さ
れ
る
。
特
に
浄
弁
の

場
唐
、
信
頼
で
き
る
も
の
は
、
「
続
千
載
集
」
以
下
の
勅
撰
集
、
「
臨
永
集
」

な
ど
の
私
撰
集
、
「
花
十
首
寄
書
」
　
「
朗
詠
題
詩
歌
」
な
ど
に
散
在
す
る
も
の

注
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を
集
計
し
て
み
て
も
、
わ
ず
か
に
八
十
首
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
浄
弁
が

寡
作
だ
っ
た
せ
い
で
は
な
い
。
享
年
九
十
余
と
推
定
さ
れ
て
い
る
、
彼
の
長
い

作
歌
生
活
を
通
じ
、
恐
ら
く
彩
し
い
和
歌
を
詠
山
し
た
に
相
違
な
く
、
硯
に
、

注c－

心
敬
な
ど
は
、
そ
の
著
婁
「
老
の
く
り
ご
と
」
で
、
「
浄
弁
法
師
は
椚
万
首
だ

に
詠
じ
侍
る
ぞ
か
し
」
と
い
う
伝
唱
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
浄
弁
の
和
歌
が
多
く
現
存
し
な
い
の
は
、
彼
自
身
、
生
前
に
橿
ま
っ
た
家
集

を
編
纂
し
た
形
跡
が
な
い
こ
と
や
在
野
の
歌
僧
で
作
品
が
散
伏
し
や
す
か
っ
た

こ
と
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
が
、
な
に
か
他
に
特
別
な
事
棺
が
あ
っ
た
の
か
も
し

稲
　
　
田

利

徳

れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
慶
運
の
方
は
、
父
浄
弁
に
比
較
す
れ
ば
、
ま
だ
し
も
和
歌
が

現
存
す
る
方
で
あ
る
。
彼
に
は
「
慶
違
法
印
醸
」
と
い
う
、
元
来
、
三
百
首
か

注
J

ら
楕
成
さ
れ
た
目
標
家
集
が
現
存
す
る
は
か
、
「
慶
運
百
首
」
　
（
「
慶
運
法
和

英
」
と
は
、
約
四
十
首
は
ど
重
出
歌
が
あ
る
）
も
存
し
、
勅
撰
集
、
私
控
集
な

ど
に
散
在
す
る
も
の
を
収
集
す
る
と
、
お
よ
そ
五
百
首
程
度
に
な
る
。
け
れ
ど

も
、
こ
の
歌
数
も
、
中
世
の
歌
人
と
し
て
は
、
少
な
い
方
で
あ
り
、
彼
の
生
涯

に
詠
山
し
た
和
歌
の
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
心
敬
の
「
さ
さ
め
ど

注
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と
」
に
、
ラ
イ
バ
ル
頓
阿
に
勅
撰
集
入
整
数
が
劣
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
慶

運
は
、
憤
慨
の
あ
ま
り
、
死
の
直
前
「
年
来
の
詠
草
抄
物
、
住
み
な
れ
し
東
山

藤
も
と
の
草
庵
の
し
り
へ
に
、
み
な
埋
み
捨
て
侍
る
と
也
」
と
の
逸
話
を
伝
え

て
い
る
が
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
近
い
事
実
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

が
、
事
情
は
と
も
か
く
、
浄
弁
・
慶
運
、
特
に
浄
弁
の
現
存
和
歌
が
極
端
に

少
な
い
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
こ
の
不
足
を
軍
っ
意
図
も
あ
っ
て
、
自
筆
懐
紙

注
5

や
自
筆
短
冊
を
集
成
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

今
回
は
、
先
の
よ
う
な
事
情
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
雷
陵
部
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
「
浄
弁
．
叫
慶
運
歌
集
」
を
、
種
々
な
角
度
か
ら
照
射
し
て
み
た
い
。



二

審
陵
部
本
「
浄
弁
拉
慶
運
歌
集
」
　
は
、
他
に
伝
本
の
所
在
を
聞
か
な
い
孤
本

で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
す
で
に
『
私
家
集
大
成
中
世
Ⅲ
』
に
翻
刻
さ
れ
、

簡
潔
な
解
題
も
加
え
ら
れ
て
い
る
（
荒
木
尚
氏
執
筆
担
当
）
。
そ
れ
と
重
複
す

る
面
も
あ
る
が
、
ま
ず
書
誌
的
概
要
か
ら
説
明
し
て
お
く
。

こ
の
写
本
一
冊
は
、
縦
十
八
・
七
糎
、
横
十
三
糎
の
袋
綴
。
表
紙
は
丁
字
引

で
、
左
肩
に
「
浄
弁
悪
些
連
歌
集
」
と
吉
名
を
記
し
た
題
石
を
貼
付
。
本
文
料

紙
は
、
棺
紙
壁
紙
交
ぜ
泣
き
。
丁
数
は
巻
鎚
に
遊
紙
一
丁
。
本
文
墨
付
十
三

丁
。
一
面
八
行
、
和
歌
一
首
一
行
古
き
で
、
歌
題
は
三
～
四
字
下
り
に
記
す
。

筆
者
は
暇
仁
親
王
　
（
文
化
九
年
生
こ
巴
N
）
と
い
う
。

内
題
は
な
く
、
冒
頭
、

琶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
弁

万
代
の
春
を
重
ね
て
足
引
の
八
重
山
遠
く
立
㌫
か
な

に
始
ま
り
、
五
丁
裏
の

山

さ
か
の
山
か
し
こ
き
跡
や
残
る
ら
む
い
と
～
さ
か
行
手
世
の
ふ
る
み
ち

ま
で
、
浄
弁
歌
と
し
て
四
十
一
首
を
収
め
る
。
つ
い
で
六
丁
表
の
、

初
春
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
運

い
つ
し
か
と
琶
へ
た
て
～
天
原
ふ
り
さ
け
み
れ
は
春
は
栗
に
け
り

か
ら
始
ま
り
、
十
三
丁
義
の

神
祇

神
短
の
を
ひ
え
の
杉
の
千
年
迄
君
を
も
代
を
も
祈
り
つ
る
か
な

ま
で
、
慶
運
歌
と
し
て
六
十
六
首
を
収
め
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
歌
集
は
、
浄
弁
歌
四
十
一
首
と
慶
運
歌
六
十
六
首
、
合

せ
て
一
〇
七
首
を
収
録
し
て
い
る
。
も
し
、
こ
れ
が
題
笛
や
署
名
の
よ
う
に
、

浄
弁
・
慶
運
の
和
歌
と
し
て
信
頼
で
き
る
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
二
人
の
現
存
和

歌
が
少
な
い
だ
け
に
、
貴
重
な
資
料
と
な
る
。

け
れ
ど
も
、
こ
の
歌
集
の
存
在
を
い
ち
早
く
紹
介
さ
れ
た
井
上
宗
雄
氏
も
、

注
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浄
弁
歌
に
関
し
、
「
署
名
以
外
に
浄
弁
の
集
で
あ
る
と
い
う
明
徴
は
な
い
」
こ

と
、
慶
運
歌
の
方
も
「
他
の
慶
運
の
歌
と
一
致
せ
ず
、
今
後
の
検
討
が
必
要
で

あ
る
」
と
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
歌
集
が
、
浄
弁
・
慶
運
父
子
の
も
の
で
あ
る

と
の
、
積
極
的
な
根
拠
は
、
ま
だ
見
出
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
『
私
家
集
大
成
中
元
盲
』
の
解
題
（
以
下
「
解
題
」
と
称
す
）

で
も
同
趣
旨
で
、
本
葉
の
表
題
や
巻
頭
の
署
名
以
外
に
、
浄
弁
・
慶
運
の
歌
集

で
あ
る
こ
と
を
断
定
す
る
明
徴
の
な
い
こ
と
、
さ
り
と
て
、
そ
れ
を
否
定
す
る

磁
極
的
な
資
料
も
見
出
さ
れ
て
な
い
の
で
、
一
応
、
浄
弁
・
慶
運
の
詠
革
と
考

え
、
「
詳
細
な
検
討
は
今
後
に
侯
ち
た
い
」
と
解
題
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近

年
出
版
さ
れ
た
『
和
歌
文
学
辞
典
』
　
（
桜
槻
社
）
、
『
和
歌
大
辞
典
』
　
（
明
治

書
院
）
も
同
様
な
説
明
を
加
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
浄
弁
・
慶
正
の
和
歌
と
お
ぼ
し
き
も
の
が
眼
前
に
あ
り
な
が

ら
、
全
幅
の
信
相
を
も
っ
て
引
用
、
鑑
賞
で
き
な
い
の
は
、
ま
さ
し
く
、
隔
靴

掻
痔
の
感
す
ら
あ
る
。

こ
こ
に
改
め
て
、
こ
の
歌
集
に
検
討
を
加
え
て
み
る
所
以
で
あ
る
。

三

「
浄
垂
〃
慶
運
歌
集
」
の
考
察
に
際
し
て
は
、
適
宜
、
昏
陵
部
の
原
本
を
参

照
す
る
が
、
こ
こ
で
の
引
用
や
歌
番
号
な
ど
は
、
『
私
家
集
大
成
』
の
そ
れ
に

依
拠
す
る
。
吉
陵
部
本
は
、
軌
仁
親
王
の
筆
跡
に
な
る
が
、
か
な
り
の
癖
が
あ

っ
て
読
み
づ
ら
い
所
も
少
な
く
な
い
。
け
れ
ど
も
『
私
家
集
大
成
』
の
翻
刻
は



厳
密
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
浄
弁
歌
の
、

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

は
か
な
く
も
花
に
心
を
く
た
く
哉
も
の
恩
へ
と
は
ふ
か
ぬ
嵐
を
（
岩

の
第
五
句
は
「
ふ
か
ぬ
嵐
に
」
と
解
読
す
る
方
が
よ
く
、
ま
た
、

山
吹
の
花
ち
る
比
や
山
城
の
井
手
の
蛙
も
音
を
や
鴨
ら
ん
（
蓋

は

の
「
音
を
や
」
は
、
原
本
で
は
「
音
を
や
」
と
見
せ
消
ち
に
な
っ
て
い
る
の

、
＼

で
、
「
音
を
は
」
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
歌
集
の
一
〇
七
首
は
、
す
べ
て
歌
題
詠
で
、
詠
歌
事
情
な
ど
を

説
明
し
た
詞
書
は
一
切
な
い
。
し
か
し
、
二
人
の
詠
草
を
比
較
し
て
み
る
と
、

歌
題
や
配
列
に
か
な
り
近
似
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
ま
ず
は
、
構
成
、
配

列
の
方
面
か
ら
吟
味
し
て
お
き
た
い
。

浄
弁
歌
と
慶
運
歌
の
歌
題
に
着
目
し
て
み
る
と
、
各
部
立
の
歌
数
に
は
多
寡

は
あ
る
も
の
の
、
一
応
、
四
季
・
恋
・
雑
の
順
序
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
相
互
に
重
な
る
歌
題
も
す
く
な
く
な
い
。
歌
題
に
着
目
し
て
、
部
立
と
歌

題
を
整
理
す
る
と
、
第
－
表
の
よ
う
に
な
る
（
歌
道
の
下
の
数
字
は
歌
の
通
し

番
号
）
。第
1
表

射
勘
「
1
削
針
勘
酢
題

毘
（
1
）
鴬
（
2
）
若
菜
（
3
）
梅

（
4
・
5
）
柳
（
6
）
春
雪
（
7
）

帰
雁
（
8
）
春
月
（
9
）
春
雨

（

1

0

）

花

（

1

1

・

1

2

・

1

3

・

1

4

・

1

5

）

藤
（
1
6
）
款
冬
（
1
7
）
　
三
月
尽

（18）

春（17首）

慶
運
歌
の
歌
題

初
春
（
1
）
鴬
（
2
）
若
菜
（
3
）

梅
（
4
・
5
）
柳
（
6
）
春
雨
（
7
）

帰
雁
（
8
）
春
月
（
9
）
花
（
1
0
・

1
1
・
1
2
・
1
3
・
1
4
）
款
冬
（
1
5
）
藤

（
1
6
）
三
月
尽
（
1
7
）

郡8
（夏勘7（秋

卯
花
（
1
9
）
郭
公
（
2
0
・
2
1
）
五

月
雨
（
2
2
・
2
3
）
蛍
（
2
4
）
夏
月

（
2
5
）
納
涼
（
2
6
）

早
秋
（
2
7
）
七
夕
（
2
8
）
七
夕
後

朝
（
2
9
）
月
（
3
0
）
毘
（
3
1
）
紅
葉

（
3
2
）
暮
秋
（
3
3
）

秋（17首）i夏（7首）

卯
花
（
1
8
）
五
月
雨
（
1
9
・
2
0
）

夏
月
（
2
1
）
蛍
（
2
2
）
夕
立
（
2
3
）

納
掠
（
2
4
）

早
秋
（
2
5
）
七
夕
（
2
6
）
七
夕
後

朝
（
2
7
）
荻
（
2
8
）
戴
（
2
9
）
簿

（
3
0
ノ
㌶
（
3
1
）
虫
（
3
2
）
月
（
3
3
・

3
4
・
3
5
・
3
6
・
3
7
）
初
雁
（
3
8
）
霧

（
3
9
）
持
衣
（
4
0
）
菊
（
4
1
）

落
葉
（
3
4
）
霞
（
3
5
）
雪
（
3
6
）

歳
暮
（
3
7
）

冬（0）

初
恋
（
3
8
）
刃
心
恋
（
3
9
）
暁
別

恋
（
4
0
）

恋（10首）

不
達
恋
（
4
2
・
4
3
）
初
逢
恋
（
4
4
）

造
不
逢
恋
（
4
5
・
4
6
・
4
7
）
忘
恋

（
4
8
・
4
9
・
5
0
）
恨
恋
（
5
1
）

雑（15首）

松
（
5
2
）
竹
（
5
3
）
　
山
（
5
4
）
関

（
5
5
）
橋
（
5
6
）
河
（
5
7
）
旅
（
5
8
・

5
9
）
述
懐
（
6
0
・
6
1
）
懐
旧
（
6
2
）

夢
（
6
3
）
釈
教
（
6
4
）
祝
（
6
5
）

神
祇
（
6
6
）

浄
弁
と
慶
遠
の
都
立
歌
数
を
比
較
す
る
と
、
浄
弁
の
方
は
雑
部
が
一
首
と
極

端
に
少
な
く
、
逆
に
慶
運
の
方
は
冬
部
が
一
首
も
な
い
。
け
れ
ど
も
相
互
の
歌

題
を
比
べ
る
と
、
鴬
・
若
菜
・
梅
・
柳
・
帰
雁
・
春
月
・
春
雨
・
花
・
藤
・
款

冬
・
三
月
尽
・
卯
花
・
五
月
雨
・
蛍
・
夏
月
・
納
涼
・
早
秋
・
七
夕
・
七
夕
後



朝
・
月
・
富
・
山
と
、
二
十
二
も
の
歌
題
が
共
通
す
る
。
浄
弁
歌
集
の
歌
題
数

は
三
十
五
な
の
で
、
こ
の
一
致
は
相
当
に
高
く
、
両
歌
集
は
歌
題
面
か
ら
み

て
、
密
接
な
関
連
を
有
し
て
い
る
と
み
な
し
て
よ
い
。

「
解
題
」
も
「
或
い
は
同
時
に
詠
作
さ
れ
た
も
の
が
父
子
の
集
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
推
測
し
て
い
る
が
、
も
し
、
同
時
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
四
十
一
首
と
か
六
十
六
首
と
い
っ
た
半
端
な
歌
数
は
気
に
な
る
も
の

の
、
あ
る
定
数
歌
の
歌
題
に
即
し
て
詠
山
さ
れ
た
可
能
性
も
で
て
く
る
。

第
1
表
の
歌
題
を
み
る
と
、
一
～
三
字
の
比
較
的
単
純
な
も
の
が
多
い
こ
と

に
気
付
く
。
特
に
、
雑
部
の
松
・
竹
・
山
・
関
の
歌
題
と
い
え
ば
、
す
ぐ
に
百

首
定
数
歌
の
歌
題
設
定
の
規
範
に
な
っ
た
、
「
相
川
百
首
」
が
患
起
さ
れ
る
。

事
実
、
「
相
川
石
首
」
の
歌
題
と
一
致
す
る
も
の
は
多
く
、
蕃
部
の
即
笠
鳥
・

若
菜
・
梅
に
始
ま
り
、
雑
部
の
松
・
竹
・
山
・
関
・
橋
・
河
な
ど
に
到
る
ま
で
、

実
に
四
十
一
も
一
致
す
る
。
こ
の
結
果
は
、
こ
の
歌
集
が
「
相
川
百
首
」
の
歌

題
を
基
幹
に
し
た
詠
畢
で
は
な
い
か
と
の
想
定
も
抱
か
せ
る
が
、
な
お
「
堀
川

百
首
」
の
歌
題
に
納
ま
ら
な
い
、
初
春
・
春
雪
・
春
月
・
夏
月
・
納
涼
・
早
秋

・
七
夕
後
朝
・
初
雁
・
暮
秋
・
落
葉
・
歳
暮
・
刃
心
恋
・
暁
別
恋
・
忘
恋
・
惧
恋

・
釈
教
・
祝
・
神
駅
と
い
っ
た
歌
題
が
散
在
す
る
の
が
気
に
な
る
。
こ
れ
ら
す

べ
て
の
歌
題
を
包
摂
す
る
定
数
歌
歌
越
は
な
い
も
の
か
、
そ
の
探
索
過
程
で
浮

上
し
て
き
た
の
が
、
「
弘
長
石
首
」
の
歌
題
結
成
で
あ
っ
た
。

「
弘
長
石
首
」
は
、
「
続
古
今
集
」
の
撰
歌
資
料
と
し
て
、
後
嵯
峨
院
の
命

注
了

に
よ
り
、
弘
長
元
年
（
三
六
一
）
　
に
成
立
し
た
と
・
）
P
れ
る
も
の
で
あ
る
。

注
卜

次
に
「
弘
長
石
首
」
の
歌
題
を
部
立
ご
と
に
列
挙
し
、
そ
の
う
ち
、
「
浄
弁

拉
慶
違
歌
集
」
の
歌
題
と
一
致
す
る
も
の
は
、
四
角
で
囲
む
こ
と
と
す
る
。

春
二
十
首

商
圏
一
恩
l
一
l
旦
　
有
里
　
粛
二
憮
且
凰
一
画
一

画
墜
　
蘭
欄
二
階
直
営
〓
骨
丑
　
薗
　
㌃
薗
「
膏
僅

夏
十
首

廊
塔
一
皿
胤
旦
旦
一
骨
〓
丑
恩
耳
画
〓
蘭
〓
恩
〓
紬
繍
一

秋
二
十
首

一
也
搬
二
世
旦
吉
夕
億
朝
〓
蚤
翠
直
箪
囲
政
商
雁

更
五
里
一
版
三
越
諦
巷
二
甘
ヱ
　
五
枚
一

冬
十
首

初
冬
時
雨
粛
凛
呈
骨
一
冬
月
塵
蕾
筐
骨
〓
笛
一

恋
二
＋
首

前
l
怒
薗
首
里
　
恩
闇
官
営
初
江
墜
蘭
酬
盟
校
囲
赤
心

富
昏
二
度
心
音
甘
）
〓
恨
恋
一

雄
二
十
首

班
　
密
匿
画
一
雨
「
橋
二
周
一
瀬
旦
旦
海
路

山
家
（
二
首
）
　
田
家
窓
首
一
旦
聴
旧
二
睾
　
l
両
紙
二
釈
教
I
I
車

「
浄
弁
慶
運
歌
集
」
　
の
歌
道
の
異
な
り
数
望
ハ
十
一
で
あ
る
が
、
そ
の
う

ち
、
実
に
六
十
が
一
致
す
る
。
「
弘
長
百
首
」
歌
題
に
見
え
な
い
の
は
、
慶
違

〇
四
十
一
番
歌
の

菊

荻
寒
み
庭
の
千
種
は
う
ら
か
れ
て
残
る
そ
し
る
き
白
菊
の
花

の
「
菊
」
歌
道
だ
け
。
「
弘
長
百
首
」
の
秋
部
に
は
「
菊
」
　
は
な
く
、
別
に

「
虎
」
が
あ
る
。
「
弘
長
石
首
」
歌
題
に
依
拠
し
た
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
、
「
菊
」

歌
道
が
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
彼
ら
が
参
照
に
し
た
「
弘
長
百
首
」
の
一
本

注
9

に
は
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
あ
た
り
は
不
透
明
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
ま
で
一
致



す
れ
ば
（
；
の
歌
題
で
数
首
詠
ず
る
、
梅
（
二
首
）
、
花
（
五
首
）
、
郭
公
（
三
首
）

と
い
っ
た
も
の
も
、
そ
の
数
に
一
致
す
る
か
、
そ
れ
以
上
の
歌
数
の
も
の
は
な

い
）
、
浄
弁
・
慶
運
が
、
「
弘
長
官
首
」
歌
題
で
詠
歌
し
た
と
認
め
て
よ
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
従
来
、
こ
の
歌
集
が
特
定
の
百
首
定
数
歌
の
歌
道
で
詠
歌

し
た
と
い
う
考
え
に
到
ら
な
か
っ
た
の
は
、
四
十
一
首
と
か
六
十
六
首
と
い
う

半
端
な
歌
数
が
、
定
数
歌
で
は
な
い
と
の
先
入
紀
を
与
え
て
い
た
た
め
だ
ろ

，
つ
。
こ
の
事
実
の
確
認
は
、
こ
の
歌
集
の
程
々
な
疑
問
に
、
か
な
り
の
解
決
を
与

え
る
。「
弘
長
石
首
」
は
、
南
北
朝
時
代
の
二
条
派
の
歌
人
た
ち
に
と
っ
て
、
規
範

注
川

と
す
べ
き
百
百
定
数
歌
と
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
頓
阿
も
「
井
蛙
抄
」
で
、
戸

部
（
為
藤
）
　
の
言
説
と
し
て
、
「
戸
部
云
、
弘
長
仙
洞
百
百
は
（
中
略
）
誠
歌

毎
に
お
は
や
け
し
く
、
た
け
た
か
く
、
う
る
は
し
き
体
な
り
。
当
家
二
代
歌
も

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

此
御
百
首
殊
規
模
也
。
百
首
は
是
を
本
に
て
詠
ず
べ
し
」
と
記
録
し
て
い
る
。

二
条
派
の
盈
人
で
あ
り
、
か
つ
為
固
ら
と
交
宜
の
あ
っ
た
浄
弁
、
慶
運
は
、
あ

る
時
．
「
弘
長
石
首
」
の
百
首
題
で
百
首
詠
出
を
試
み
た
の
で
は
な
か
ろ
う

注
l
Jか
。勿
論
、
二
人
の
詠
歌
時
期
は
父
の
浄
弁
が
早
く
、
そ
の
後
、
随
分
た
っ
て
か

ら
、
父
の
歌
稿
に
刺
激
さ
れ
て
慶
運
も
百
官
を
試
み
た
と
い
う
時
間
的
な
差
を

想
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
浄
弁
歌
の
、

深
き
夜
の
老
の
ね
覚
の
時
局
我
た
め
に
な
く
初
音
と
そ
聞
（
二
〇
）

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

何
ゆ
へ
に
さ
の
み
衷
の
増
る
ら
ん
昔
も
閲
し
秋
の
初
か
せ
（
二
七
）

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

よ
そ
に
の
み
恩
ひ
し
年
の
碁
は
と
り
あ
や
し
や
い
か
に
身
こ
そ
老
ぬ
れ（壬）

な
ど
に
、
老
年
の
境
睦
に
あ
る
者
の
感
慨
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
慶

運
歌
に
は
、
世
を
す
て
1
両
の
お
く
に
と
思
ふ
身
の
あ
ら
ま
し
に
た
に
す
む
心
か
なう」－

世
の
う
さ
を
わ
す
れ
は
て
な
は
い
か
斗
我
住
山
の
す
み
よ
か
る
ら
ん
（
吾
）

な
ど
、
山
家
前
枠
頃
の
心
境
を
詠
じ
た
、
比
較
的
若
い
頃
を
思
わ
せ
る
歌
が
あ

る
こ
と
は
看
過
で
ユ
三
は
い
。
和
歌
は
虚
構
の
世
界
の
も
の
だ
か
ら
、
詠
歌
の
内

容
を
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
作
者
橡
と
結
び
つ
け
る
の
は
安
易
で
は
あ
る
が
、
そ
れ

を
考
慮
し
て
も
、
二
人
の
詠
革
に
は
、
先
の
よ
う
な
雰
屈
気
が
感
受
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
「
解
題
」
も
、
同
様
な
歌
を
根
拠
に
、
慶
運
歌
集
の
方
も
「
恐
ら
守
一
＝
紹
さ

れ
て
い
る
浄
弁
歌
の
歌
と
時
を
同
じ
く
し
て
詠
作
さ
れ
た
も
の
で
、
正
和
四

㍍
－
昌
一
の
花
十
首
寄
書
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
、
二
C
）
歳
前
後
と
考
え
て
よ
い
で
あ

ろ
う
」
と
り
意
見
を
提
示
し
て
い
る
。

た
だ
、
成
立
を
先
述
し
た
よ
う
に
想
定
し
た
と
き
、
各
百
百
あ
っ
た
も
の
が
、

な
ぜ
、
四
十
二
日
と
六
十
六
首
と
い
う
半
端
な
歌
数
に
な
っ
た
り
か
、
改
め
て

疑
問
が
浮
上
す
る
。
二
人
に
は
重
態
品
勅
題
も
か
な
り
あ
る
の
で
、
百
の
歌
題

を
二
人
で
配
分
し
て
詠
歌
し
た
り
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
れ
に
は
、
種
々
だ
ケ
ー

ス
が
想
定
可
能
で
あ
る
。

例
え
ば
、
二
人
の
各
百
首
に
は
誰
か
の
｛
点
が
あ
り
、
そ
の
A
C
l
点
歌
だ
け

を
、
あ
る
い
は
書
写
の
階
梯
で
秀
歌
と
お
ぼ
し
き
も
の
だ
け
を
抜
毒
し
た
ケ
ー

ス
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。

し
か
し
、
「
弘
長
石
首
」
の
歌
砥
配
列
と
比
較
す
る
と
、
各
部
立
内
で
は
配

列
順
序
が
前
後
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
し
、
浄
弁
歌
と
慶
運
歌
の
間
で
も
、

順
序
が
一
致
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
現
象
は
、
各
百
首
を
最
初



か
ら
順
次
抜
裔
し
た
場
合
に
は
起
こ
り
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
浄
弁
に

雑
部
が
一
首
し
か
な
か
っ
た
り
、
慶
運
に
冬
歌
が
一
首
も
な
い
の
は
、
そ
の
部

分
の
欠
脱
を
考
え
さ
せ
る
が
、
そ
れ
も
、
所
々
に
欠
脱
が
あ
る
の
で
、
一
丁
脱

落
と
い
っ
た
単
純
な
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

た
だ
、
各
百
首
歌
を
、
短
冊
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
し
た
も
の
に
一
首
ご
と

苔
い
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
う
ち
の
幾
枚
か
が
喪
失
し
た
り
、
各
部
立
に
ま

と
め
た
と
き
も
、
相
互
に
配
列
が
乱
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
が

一
番
可
能
性
が
高
い
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
浄
弁
当
慶
運
歌
集
」
は
、
元
来
、
浄
弁
と
慶
遅
父
子

が
、
「
弘
長
石
首
」
の
歌
題
に
依
拠
し
て
百
官
を
詠
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ

と
、
し
か
も
、
二
つ
の
百
首
は
同
時
に
詠
出
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
こ
と
、
な

ん
ら
か
の
事
情
で
、
二
百
首
の
う
ち
、
一
〇
七
首
だ
け
が
現
存
し
た
と
推
測
さ

れ
る
。従
っ
て
、
歌
集
の
性
格
と
し
て
は
、
あ
る
年
代
に
わ
た
っ
て
詠
じ
た
歌
稿

ヽ

　

ヽ

か
ら
、
適
宜
、
抜
古
・
編
差
し
た
家
集
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
百
首
定
数

歌
の
残
欠
と
み
な
す
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
推
定
が
正
鵠
を
射
た
も
の
と

す
れ
ば
、
浄
弁
、
と
く
に
慶
運
の
「
慶
運
法
印
集
」
や
「
産
道
百
首
」
に
一
首

も
一
致
歌
が
な
い
と
い
う
不
審
も
、
編
纂
時
に
、
こ
の
百
首
が
手
元
に
な
か
っ

た
こ
と
に
起
因
す
る
と
み
て
、
納
得
が
ゆ
く
の
で
あ
る
。

四

こ
れ
ま
で
の
記
述
は
、
「
浄
弁
．
現
慶
運
歌
集
」
を
、
浄
弁
・
慶
運
の
歌
集
と

認
定
し
て
い
る
よ
う
な
古
き
ぶ
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
点
は
確
認
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

た
だ
し
、
元
来
、
「
弘
長
百
首
」
の
歌
題
に
依
拠
し
た
百
首
歌
で
あ
っ
た
と

す
る
先
の
裏
付
け
は
、
こ
の
歌
集
が
、
弘
長
以
後
の
詠
出
歌
で
あ
る
こ
と
、
お

よ
び
二
条
派
歌
人
の
も
の
ら
し
い
と
い
う
点
で
、
歌
集
の
信
頼
性
を
側
面
か
ら

支
え
る
こ
と
に
は
な
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
先
述
の
確
認
事
項
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
こ
の
歌
集
が
、
表

題
通
り
、
浄
弁
・
慶
運
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
の
強
い
こ
と
を
論
証
し
て
み
た

い
。ま
ず
、
手
続
き
と
し
て
、
索
引
類
に
当
り
、
こ
の
歌
集
の
歌
に
、
他
の
歌
人

の
和
歌
と
一
致
す
る
も
の
の
有
無
を
調
査
し
た
。
索
引
と
し
て
は
『
新
編
国
歌

大
観
』
　
（
勅
撰
集
編
・
私
撰
集
編
・
私
家
集
編
1
・
私
家
集
編
I
・
定
数
歌

編
）
、
『
私
家
集
大
成
』
な
ど
に
当
っ
て
み
た
が
、
一
致
す
る
も
の
は
見
出
さ

れ
な
か
っ
た
。
こ
の
調
査
結
果
は
、
浄
弁
、
慶
運
以
外
の
歌
人
の
詠
歌
が
混
入

し
て
い
た
り
、
他
人
の
詠
歌
を
集
め
て
、
浄
弁
、
慶
運
の
家
集
ら
し
く
偽
作
し

た
可
能
性
の
少
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

次
に
、
こ
の
歌
集
の
和
歌
の
措
辞
や
発
想
に
、
南
北
朝
期
の
二
条
派
の
特
色

を
有
す
る
も
の
の
あ
る
こ
と
を
、
具
体
的
事
例
で
示
し
て
お
く
（
以
下
の
引
用

に
は
潟
点
を
付
す
）
。

浄
弁
歌
の
、

消
そ
む
る
番
。
到
叫
ぶ
承
引
の
鴬
は
か
す
ま
ぬ
先
に
春
や
知
ら
む
（
ニ
）

に
み
え
る
「
雪
の
ふ
る
す
」
の
措
辞
は
、
「
堀
川
百
首
」
の
、

冬
す
み
し
刃
割
引
け
翠
に
1
う
l
尋
谷
の
鴬
春
と
告
ぐ
な
り（
仲
実
・
宝
）

の
歌
の
傍
線
部
分
を
短
絡
表
現
に
し
て
創
造
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

『
新
編
国
歌
大
槻
』
の
勅
撰
集
編
・
私
撰
集
編
・
私
家
集
編
1
の
範
囲
で
は
、

一
首
も
み
え
な
い
特
異
な
措
辞
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
南
北
朝
期
の
応
制
百
首

で
あ
る
「
延
文
盲
首
」
に
は
「
鴬
」
の
歌
題
で
二
首
み
え
る
の
は
興
味
深
い
。



う
ぐ
ひ
す
は
い
で
ぬ
る
跡
の
谷
除
の

～
一

る
す
に
わ
れ
ふ
る
す
な
り

（
従
二
位
源
有
光
・
ニ
昌
曽

ま
ず
は
浄
弁
歌
の
方
か
ら
。
浄
弁
の
歌
は
現
存
す
る
も
l
の
が
極
端
に
少
な
い

の
で
、
多
く
の
事
例
を
列
挙
で
き
な
い
が
、
措
辞
で
は
先
掲
し
た
、

春
さ
む
み
雪
の
ふ
る
す
を
い
で
が
て
の
谷
か
げ
に
の
み
鴬
ぞ
な
く

（
従
三
位
藤
原
実
名
・
ニ
昌
凶
）

こ
れ
で
み
る
と
「
鴬
」
と
「
雪
の
ふ
る
す
」
　
（
「
ふ
る
」
は
、
「
降
る
」
と
「
古
る
」

を
か
け
る
）
　
の
関
連
は
、
ど
う
や
ら
南
北
朝
期
の
二
条
派
歌
人
の
問
で
創
造
さ

れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
て
く
る
。

ま
た
、
慶
運
歌
の
「
花
」
に
、

山
の
は
は
深
き
霞
に
こ
も
り
江
の
は
つ
瀬
の
桜
ち
る
を
だ
に
み
ず
（
〓
）

0

と
、
「
こ
も
り
江
の
は
つ
せ
」
と
「
桜
」
の
結
合
し
た
表
現
が
あ
る
が
、
こ
の

結
合
も
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
範
囲
で
は
、

引
到
盟
叫
瑚
到
矧
さ
き
し
よ
り
あ
ら
は
に
か
か
る
花
の
し
ら
雲

（
新
手
載
集
・
春
上
・
等
持
院
贈
左
大
臣
・
九
〇
）

、
l

閃
き
に

け
り
き
の
ふ
は
枝
は
d
む
別
封
笥
顎
叫
矧
引
訂
雲
と
み
る
ま

で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
草
庵
集
・
幕
下
二
二
八
）

と
、
二
首
見
出
せ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
二
首
の
作
者
で
あ
る
足
利
尊
氏
や
頓

阿
は
慶
運
と
交
誼
が
あ
っ
た
。
か
か
る
例
は
、
他
に
も
数
例
あ
る
が
割
愛
す

る
。
要
す
る
に
、
こ
の
結
果
は
、
当
面
問
題
と
し
て
い
る
歌
集
が
、
南
北
朝
期

の
二
条
派
歌
人
の
詠
歌
で
あ
ろ
う
と
の
大
枠
を
設
定
さ
せ
う
る
。

実
際
、
こ
の
歌
集
の
歌
風
は
、
浄
弁
・
慶
運
・
頓
阿
な
ど
の
和
歌
と
比
に
し

て
み
て
も
、
特
に
違
和
感
は
な
い
の
で
あ
る
。

表
題
や
署
名
通
り
、
こ
の
歌
集
が
、
ま
さ
し
く
浄
弁
・
慶
運
の
も
の
で
あ
る

こ
と
を
決
定
付
け
る
確
実
な
根
拠
は
、
今
の
と
こ
ろ
な
い
。
け
れ
ど
も
そ
の
可

能
性
は
十
分
あ
る
こ
と
を
、
信
頼
で
き
る
他
の
浄
弁
・
慶
運
歌
な
ど
の
措
辞
や

発
想
と
比
較
し
な
が
ら
、
跡
付
け
て
み
た
い
。

㈹
消
そ
む
る
雪
の
ふ
る
す
の
鴬
は
か
す
ま
ぬ
先
に
春
や
知
ら
む
（
浄
弁
歌
集
・
ニ
）

の
「
雪
の
ふ
る
す
」
の
措
辞
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
れ
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
浄

弁
独
自
の
も
の
で
は
な
い
が
、
『
梅
澤
恕
柿
掩
遺
品
入
札
』
目
録
（
東
京
美
術

倶
楽
部
、
昭
九
・
l
）
掲
載
の
、
浄
弁
自
筆
短
冊
の
、

㈲
き
え
あ
へ
ぬ
雪
α
斗
五
山
引
叫
す
ぐ
私
有
ば
た
れ
に
と
ひ
て
か
春
を
し
る
ら

ん

注
1
2

と
い
う
歌
の
傍
線
部
分
が
一
致
し
て
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
拙
稿

で
触
れ
た
よ
う
に
、
措
辞
は
一
致
す
る
が
、
発
想
は
逆
に
な
っ
て
い
る
　
（
以

下
、
「
浄
弁
J
慶
這
歌
集
」
の
歌
を
紬
、
他
の
資
料
の
を
㈲
と
し
て
引
用
）
。

紅
葉

屈
時
雨
る
れ
ば
夕
日
の
か
げ
は
小
倉
山
も
み
ぢ
ぞ
い
と
ゞ
照
増
り
け
る
（
三
）

（
雨
後
紅
葉
）

㈱
紅
葉
ば
に
昆
を
の
こ
し
て
村
時
雨
今
ひ
と
し
は
の
色
や
そ
ふ
ら
ん

注
〓

（
臨
永
集
・
秋
上
・
浄
弁
）

時
雨
が
木
の
葉
を
染
め
る
の
は
、
極
め
て
常
套
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
が
、

こ
の
両
歌
は
、
そ
の
伝
統
的
な
発
想
を
前
提
と
し
、
す
で
に
紅
葉
し
た
葉
に
時
雨

が
降
り
そ
そ
ぎ
、
「
い
と
ゞ
照
増
り
け
る
」
（
A
）
、
「
今
ひ
と
し
は
の
色
や
そ

ふ
ら
ん
」
（
B
）
と
、
一
段
と
鮮
や
か
に
色
付
く
と
発
想
し
た
点
で
近
似
す
る
。

次
に
慶
運
歌
の
方
は
、
他
に
現
存
す
る
も
の
が
浄
弁
よ
り
多
い
の
で
、
こ
う

い
っ
た
事
例
は
少
な
く
な
い
。

逢
不
達
恋

軸
矧
坂
町
矧
叫
酪
材
顧
同
じ
世
に
ま
た
立
か
へ
る
し
る
べ
と
も
な
れ
（
四
五
）

7



寄
関
恋

㈱
逢
坂
の
せ
き
の
関
守
な
れ
を
し
そ
こ
え
し
皆
の
か
た
み
と
は
み
る

（
慶
運
法
印
集
・
二
元
）

両
歌
が
一
致
す
る
措
辞
「
逢
坂
の
関
の
関
守
」
を
取
り
込
ん
だ
早
い
例
歌
は
、

「
堀
川
百
首
」
の
、

あ
ふ
坂
の
関
の
せ
き
も
り
出
で
て
み
よ
む
ま
や
づ
た
ひ
の
鈴
聞
ゆ
な
り

（
匡
房
・
一
四
一
〇
）

の
歌
で
あ
る
。
こ
の
措
辞
は
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
印
象
鮮
明
ゆ
え
、
本
歌
を
意
識

さ
せ
す
ぎ
る
た
め
か
、
二
十
一
代
集
で
は
　
「
新
勅
撰
集
」
　
（
隆
季
・
七
宝
）
　
に

一
首
み
え
る
だ
け
で
稀
少
。
他
に
「
御
室
五
十
首
」
（
兼
宗
・
二
〇
一
）
、
「
隆
信

集
」
（
六
〇
五
）
、
「
続
草
庵
集
」
（
六
己
に
散
見
す
る
が
、
先
の
佃
㈲
の
歌
は
、
逢

坂
の
関
守
に
、
現
世
で
再
会
で
き
る
「
し
る
べ
」
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
慮
っ
た

り
（
A
）
、
関
守
を
恋
人
に
逢
え
た
昔
の
「
か
た
み
」
と
見
る
と
、
恋
情
も
近
似

す
る
。

初
速
恋

因
年
月
の
つ
ら
さ
に
こ
り
ぬ
心
こ
そ
め
ぐ
り
あ
ふ
べ
き
契
な
り
け
む
（
四
四
）

蓬
恋

㈲
と
し
月
の
憂
き
に
こ
り
ぬ

°
0

を
契
り
に
て
な
び
く
心
も
あ
る
世
な
り
け
り

（
慶
運
法
印
集
二
宮
）

両
歌
の
上
二
句
は
「
つ
ら
さ
」
と
「
う
き
」
の
相
違
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
じ
意

味
の
表
現
と
み
て
よ
い
。
し
か
も
、
長
い
年
月
に
わ
た
っ
て
恋
人
に
逢
え
な
い

憂
さ
や
辛
さ
に
懲
り
な
い
で
、
じ
っ
と
耐
え
た
こ
と
で
、
や
っ
と
逢
う
泊
を
遂

げ
る
こ
と
が
出
来
た
　
－
　
そ
の
心
を
「
ち
ぎ
り
」
と
認
識
す
る
発
憩
も
剋
似
す

る
。
恋
歌
と
し
て
は
珍
し
い
発
想
歌
だ
け
に
、
叫
㈱
が
同
一
歌
人
の
作
で
あ
る

と
の
可
能
性
も
強
く
な
る
。

月

紬
庵
結
ぶ
珊
瑚
叫
矧
は
影
更
て
剖
剖
封
か
l
「
馳
秋
の
淋
し
さ
（
三
三
）

山
月

㈲
澄
み
の
ぼ
る
外
山
叫
月
l
に
聞
ゆ
な
り
劃
さ
l
剖
利
苛
引
秋
風
の
声

（
慶
運
法
印
集
・
二
八
）

こ
の
両
歌
も
「
外
山
の
月
」
と
「
ま
さ
き
か
つ
ち
る
」
の
二
つ
の
措
辞
が
一
致

す
る
。
ま
さ
木
が
散
る
歌
と
し
て
は
、
源
稜
弛
め
「
日
く
る
れ
ば
あ
ふ
人
も
な

し
甘
さ
l
剖
引
融
」
　
（
新
古
今
集
・
冬
・
票
七
）
　
が
著
名
だ
が
、
さ
ら
に
、
こ
の

0
0
0
　
　
　
　
　
－

俊
頼
歌
と
「
古
今
集
」
の
「
み
山
に
は
あ
ら
れ
ふ
る
ら
し
と
や
ま
な
る
ま
さ
き

叫
刺
、
手
引
い
ろ
づ
善
に
け
り
」
　
（
神
遊
歌
二
〇
苫
）
を
本
歌
に
に
し
た
西
行
法

師
の
、
松
に
は
ふ
ま
さ
き
の
か
づ
ら
ち
り
に
け
り
外
山
の
秋
は
凪
す
さ
ぶ
ら
ん

（
新
古
今
磐
・
秋
下
・
雲
八
）

の
歌
も
よ
く
知
ら
れ
た
歌
で
あ
る
。
㈹
㈲
の
歌
も
、
こ
う
い
っ
た
歌
の
影
響
下

に
詠
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
ま
さ
き
か
つ
ち
る
」
の
措
辞
を
索
引

類
に
当
っ
て
み
る
と
、
「
新
撰
六
帖
」
（
信
実
・
三
九
）
の
一
首
だ
け
。
そ
の
点
、

囚
㈲
は
、
「
ま
さ
き
か
つ
ち
る
」
の
措
辞
が
一
致
し
、
し
か
も
「
外
山
の
月
」

を
配
し
て
、
秋
の
寂
蓼
の
雰
囲
気
を
詠
じ
て
い
る
点
で
、
類
似
の
発
想
歌
で
あ

る
。
こ
の
他
に
、

薄

咄
風
渡
る
野
べ
の
曇
㌣
を
つ
た
ひ
来
て
挟
軋
み
卦
副
ダ
塔
の
霞
（
三
〇
）

袖
露

㈲
心
な
き
草
木
は
さ
ぞ
な
は
ら
ふ
だ
に
狭
崎
劇
封
か
秋
咄
ゆ
ふ
識

（
慶
運
法
印
集
・
岩
三
）

の
下
二
句
に
お
け
る
措
辞
も
類
似
す
る
。



注
1
4

以
上
の
事
例
は
は
か
っ
て
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
後
に
気
付
い
た

も
の
を
二
例
は
ど
追
加
し
た
い
。

初
雁

0

0

　

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

初
秋
寒
み
今
ぞ
き
に
け
る
山
端
に
夕
ゐ
る
雲
の
習
瑚
抽
（
三
八
）

初
雁

0

°

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

㈱
夜
や
さ
む
き
お
の
が
越
路
の
秋
風
に
は
る
ば
る
き
ぬ
と
習
矧
叫

（
慶
運
法
印
集
二
〇
四
）

こ
の
二
首
は
、

夜
を
さ
む
み
衣
か
り
が
ね
な
く
な
へ
に
萩
の
し
た
ば
も
う
つ
ろ
ひ
に
け
り

（
古
今
集
・
秋
上
・
よ
み
人
し
ら
ず
・
三
一
）

0

　

　

　

　

　

　

　

0

°

　

　

　

0

の
系
譜
に
つ
ら
な
る
も
の
だ
が
、
「
今
ぞ
き
に
け
る
」
　
「
は
る
ば
る
き
ぬ
と
」

な
ど
と
衣
の
縁
語
を
き
か
せ
る
な
ど
、
発
想
、
修
辞
と
も
に
近
似
す
る
。
ま

た
、

納
涼

囲
夕
附
日
の
こ
る
も
よ
そ
の
山
陰
に
勒
瑚
咄
咄
副
の
風
の
す
ゞ
し
さ
（
二
四
）

㈱
軒
ば
な
る
な
ら
の
ひ
ろ
は
の
村
時
雨
ふ
る
ほ
ど
よ
り
も
音
の
は
げ
し
さ

注
1
5

（
藤
葉
集
・
慶
運
）

の
両
歌
は
、
軒
端
に
椙
の
木
を
配
し
て
い
る
が
、
こ
の
素
材
結
合
は
、
今
の
と

こ
ろ
他
に
例
が
な
く
、
注
意
さ
れ
る
。

以
上
、
現
存
す
る
浄
弁
、
慶
運
の
歌
と
比
較
し
、
措
辞
や
発
想
の
近
似
す
る
も

の
を
例
示
し
て
み
た
。
措
辞
や
発
想
の
類
似
だ
け
で
、
そ
の
歌
の
作
者
を
確
定

付
け
る
こ
と
は
、
余
程
の
特
色
が
な
い
限
り
、
困
難
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。

け
れ
ど
も
、
二
条
派
歌
人
の
尊
重
し
た
「
弘
長
石
首
」
の
歌
題
に
依
拠
し
て

い
る
こ
と
、
特
定
の
措
辞
に
は
、
南
北
朝
期
の
二
条
派
歌
人
問
に
使
用
さ
れ
た

も
の
が
あ
る
こ
と
　
ー
　
こ
う
い
っ
た
大
枠
の
な
か
で
、
先
の
幾
つ
か
の
類
似
を

み
る
と
き
、
こ
の
歌
集
は
、
題
苔
の
雷
名
や
署
名
の
通
り
、
浄
弁
・
慶
運
の
歌

で
あ
る
と
の
可
能
性
が
濃
厚
で
あ
り
、
現
在
、
そ
れ
に
矛
盾
を
き
た
す
事
象
は

み
い
だ
し
て
い
な
い
。

な
お
「
実
隆
公
記
」
　
（
別
記
・
文
明
十
五
年
七
月
二
十
二
日
の
条
）
に
、

「
法
印
浄
弁
詠
草
諾
錯
璧
豊
霜
也
」
な
る
書
名
が
み
え
る
が
、
こ
の
詠
草

が
書
陵
本
の
浄
弁
の
歌
と
同
じ
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

五

「
浄
弁
拉
慶
運
の
歌
集
」
　
が
、
そ
の
署
名
通
り
、
浄
弁
・
慶
運
の
歌
集
で
あ

る
こ
と
、
そ
れ
も
「
弘
長
百
首
」
の
歌
題
に
依
拠
し
た
百
首
定
数
歌
の
残
欠
で

あ
ろ
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
こ
の
歌
集
の
歌
風
の
一
端
に
放
れ
て
お
き
た

い
。ま
ず
、
第
一
の
特
色
は
、
特
異
な
措
辞
が
少
な
く
、
勅
撰
集
的
な
歌
語
の
範

疇
の
な
か
で
の
も
の
が
多
い
こ
と
。
こ
れ
は
当
時
の
二
条
派
歌
人
た
ち
に
も
、

等
し
く
共
通
す
る
傾
向
で
あ
る
。

ま
ず
、
浄
弁
歌
に
は
次
の
例
が
あ
る
。

射
引
貌
相
可
出
面
卸
に
影
み
え
て
波
の
あ
や
を
る
青
柳
の
糸

（六）

笥
叫
河
河
原
の
川
風
に
波
も
て
む
す
ぶ
青
柳
の
い
と

（
続
後
拾
遺
集
・
春
上
・
後
鳥
羽
院
御
製
・
四
一
）

こ
の
両
歌
は
、
「
か
ぜ
ふ
け
ば
な
み
の
あ
や
を
る
い
け
み
づ
に
い
と
ひ
き
そ
ふ

る
き
し
の
あ
を
や
ぎ
」
　
（
金
葉
集
由
・
春
・
源
雅
兼
・
云
）
の
発
想
歌
の
系
譜

に
つ
ら
な
る
も
の
と
思
う
が
、
竜
田
河
の
水
面
に
映
じ
た
青
柳
の
糸
を
、
縁
語

仕
立
て
で
鍋
物
と
関
連
付
け
た
点
、
発
想
、
措
辞
と
も
類
似
す
る
。



l l

置
富
も
色
に
出
な
ば
い
か
ゞ
せ
む
け
ば
で
忍
ぶ
の
森
の
下
草
（
三
九
）

露
は
ま
づ
色
に
や
い
で
ん
恩
ふ
と
も
川
副
で
丸
罰
l
の
封
じ
柑
草

（
新
拾
遺
集
・
恋
一
・
粍
大
納
言
義
詮
・
九
完
）

両
歌
の
下
旬
は
全
く
一
致
す
る
う
え
、
上
旬
も
忍
芸
恋
情
が
露
の
色
に
あ
ら
わ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
発
想
も
酷
似
す
る
。
こ
の
他
、

こ
の
両
歌
も
、
鈴
鹿
河
が
増
水
し
て
河
音
が
高
く
な
っ
た
さ
ま
を
描
写
し
て
、

近
似
の
発
想
で
、
措
辞
の
位
置
を
移
動
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
「
詞
花
集
」
は

「
鈴
」
の
縁
語
と
し
て
「
ふ
る
」
　
「
こ
ゑ
」
を
出
し
、
慶
違
歌
は
、
「
こ
ゑ
」

と
せ
ず
、
「
音
」
と
と
ら
え
、
「
神
路
の
山
」
の
「
神
」
と
「
鎗
」
を
も
関
連

付
け
、
相
違
を
み
せ
て
い
る
。

利
み
矧
頓
吋
引
て
明
ぬ
る
夏
の
よ
は
い
づ
る
ぞ
月
の
盛
な
り
け
る
（
云
）

み
る
ほ
ど
も
な
く
て
明
日
り
＼
享
け
鉦

の
月
も
や
人
の
老
と
な
る
ら
む

（
新
後
拾
遺
集
・
夏
・
前
大
僧
正
陸
井
・
二
四
四
）

な
ど
も
、
下
旬
の
発
想
は
相
違
す
る
が
、
上
旬
の
表
現
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
ま

た
、

一
我
宿
の
庭
の
よ
も
ぎ
ふ
露
お
ち
て
み
を
秋
風
の
ふ
か
ぬ
日
ぞ
な
き
（
≡
）

水
茎
の
間
辺
の
ま
く
ず
枯
れ
L
よ
り
身
封
秋
風
の
ぶ
か
吋
印
は
な
〕

（
続
後
拾
遺
集
・
恋
四
・
鎌
倉
右
大
臣
・
九
〇
七
）

の
両
歌
も
、
上
旬
の
光
景
は
相
違
す
る
も
の
0
「
身
を
秋
風
」
に
「
厭
き
」
を

か
け
た
下
旬
は
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

一
こ
う
い
っ
た
傾
向
は
慶
運
の
歌
に
も
認
め
ら
れ
る
。

0

い
つ
し
か
と
昌
へ
だ
て
1
天
原
ふ
り
さ
け
み
れ
ば
春
は
乗
に
け
り
（
一
）

い
と
は
や
も
春
き
に

ー　　1．　．…l1．－．1－0

け
ら
し
あ
ま
の
は
ら
ふ
り
さ
け
み
れ
ば
琶
た
な
び
く

（
新
手
我
集
・
春
上
・
後
照
会
院
関
白
太
政
大
臣
・
五
）

両
歌
と
も
、
安
倍
付
出
の
歌
（
古
今
集
・
碍
旅
・
四
〇
六
）
に
依
拠
し
て
い
る
と
は

い
え
、
霞
を
見
て
春
の
到
来
の
早
さ
を
詠
じ
て
心
受
l
同
じ
発
想
歌
。

題　　　　l

000

鈴
鹿
河
八
十
瀬
の
波
も
童
尚
し
神
路
の
山
の
五
月
雨
の
比
（
二
〇
）

0　0　0

さ
み
だ

な
る

れ
の
日
を
ふ
る
ま
ま
に
す
ず
か
河
や
そ
せ
の
な
み
ぞ
こ
ゑ
ま
ざ
る

（
詞
花
集
・
夏
・
皇
石
門
院
治
郎
姻
・
六
五
）

j
l

い
た
づ
ら
に
恨
は
て
ぬ
と
し
ら
せ
ぼ
や
蓬
に
は
か
へ
ぬ
命
な
り
と
も
（
望
）

後
の
世
と
ち
ぎ
り
も
お
か
ば
い
そ
が
ま
し
封
ぶ
頑
強
叫
べ
画
餅
怒
り
引
出
扁

（
続
千
載
集
・
恋
二
・
法
眼
宰
承
・
三
二
）

両
歌
は
、
「
い
の
ち
や
は
な
に
ぞ
は
つ
ゆ
の
あ
だ
物
を
あ
ふ
に
し
か
へ
ば
を
し

か
ら
な
く
に
」
　
（
古
今
集
・
恋
二
・
友
則
エ
バ
玉
　
を
念
頭
に
置
き
、
下
旬
は

全
く
一
致
す
る
。

身
を
か
く
す
山
路
の
魔
の
窓
の
竹
猶
う
き
ふ
し
の
し
げ
き
比
か
な
（
室
）

か
く
て
だ
に
猶
う
主
ふ
し
ぞ
忘
ら
れ
ぬ
み
山
の
里
の
劉
例
月
川
棚

（
続
後
拾
遺
集
・
雑
中
・
前
中
納
言
為
方
・
二
〇
八
）

風
わ
た
る
窓
山
ぐ
れ
竹
う
き
か
し
に
さ
も
や
す
か
ら
ぬ
よ
を
欺
く
か
な

（
浣
後
拾
遺
集
・
雑
中
・
前
大
納
言
俊
光
女
二
岩
七
）
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こ
れ
ら
の
歌
は
、
「
窓
の
（
呉
）
竹
」
に
遁
世
の
身
を
暗
示
し
、
そ
れ
で
も
世
の

「
う
き
ふ
し
」
　
（
竹
の
縁
語
）
か
ら
脱
却
で
き
な
い
こ
と
を
詠
嘆
し
、
発
想
、

措
辞
と
も
に
近
似
す
る
。

こ
れ
に
近
い
例
歌
は
、
他
に
も
散
在
す
る
が
、
長
く
な
る
の
で
剖
愛
す
る
。

こ
の
、
言
霊
に
制
限
を
設
け
、
雅
語
の
範
田
で
和
歌
を
創
作
す
る
詠
歌
態
度

は
、
な
に
も
浄
弁
、
慶
運
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
同
じ
四
天
王
の
一
人
で

あ
る
頓
阿
の
歌
に
も
嬰
著
で
あ
る
こ
と
は
、
か
っ
て
論
及
し
た
と
こ
ろ
で
あ

注
1
6
る
。
こ
う
い
っ
た
詠
歌
理
念
は
、
二
条
派
の
為
世
の
歌
論
書
「
和
歌
庭
訓
」
や

「
和
歌
用
意
条
々
」
で
強
調
す
る
意
見
－
　
和
歌
は
伝
統
を
踏
ま
え
、
い
わ
ば



人
間
の
顔
が
他
の
人
よ
り
少
し
ず
つ
微
妙
に
相
達
す
る
よ
う
な
、
わ
ず
か
な
異

相
に
新
し
さ
を
求
め
て
詠
歌
す
べ
き
だ
と
い
う
歌
論
と
通
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
歌
集
で
第
二
に
あ
げ
ら
れ
る
特
色
は
、
本
歌
取
歌
が
多
い
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
現
象
は
、
京
極
派
歌
人
に
は
、
い
わ
ゆ
る
本
歌
取
が
稀
少
で
あ
る
こ

と
と
対
照
的
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
幾
首
か
を
列
挙
し
て
お
く
。
ま
ず
浄
弁
歌

か
ら
。

梅

梅
が
え
の
雪
吹
は
ら
ふ
春
風
に
さ
け
る
さ
か
ざ
る
花
は
散
つ
ゝ
　
（
五
）

こ
の
歌
の
本
歌
は
、

春
の
色
の
い
た
り
い
た
ら
ぬ
さ
と
は
あ
ら
じ
さ
け
る
さ
か
ざ
る
花
の
見
ゆ

ら
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
今
集
・
春
下
・
よ
み
人
し
ら
ず
・
九
三
）

で
あ
る
。
本
歌
は
、
花
の
開
花
し
て
い
る
所
と
、
し
て
い
な
い
所
の
存
在
へ
の
理

屈
っ
ぽ
い
疑
問
提
示
だ
が
、
浄
弁
歌
は
、
季
節
は
同
じ
春
に
設
定
し
な
が
ら
、

梅
の
枝
に
積
っ
た
雪
が
吹
き
払
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
着
目
、
雪
を
花
に
比
喩
し
て

「
さ
け
る
さ
か
ざ
る
花
」
の
景
を
描
い
て
転
換
し
て
い
る
。

歳
暮

よ
そ
に
の
み
思
ひ
し
年
の
幕
は
ど
り
あ
や
し
や
い
か
に
身
こ
そ
老
ぬ
れ

こ
の
歌
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
七
）

あ
ひ
み
ん
と
た
の
む
れ
ば
こ
そ
く
れ
は
ど
り
あ
や
し
や
い
か
が
た
ち
か
へ

る
べ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金
葉
集
口
・
恋
上
・
源
顕
国
・
三
六
七
）

を
本
歌
と
す
る
。
本
歌
は
「
呉
織
（
く
れ
は
ど
り
）
」
に
「
来
れ
」
を
き
か
せ
る

が
、
浄
弁
歌
の
方
は
、
「
暮
れ
」
を
き
か
せ
、
本
歌
の
恋
の
世
界
を
述
懐
に
転

注
〃

換
す
る
。
因
み
に
「
柳
風
和
歌
抄
」
に
は
、
四
天
王
の
交
友
圏
の
∵
人
で
も
あ

る
寂
恵
法
師
の
歌
と
し
て
、

数
ふ
れ
ば
今
年
′
u
す
で
に
く
れ
は
ど
り
あ
や
な
く
つ
も
る
老
ぞ
悲
し
き

と
、
浄
弁
歌
と
酷
似
す
る
歌
の
あ
る
の
も
興
味
深
い
。

次
に
慶
運
歌
の
本
歌
放
歌
を
吟
味
し
て
み
る
。

花

花
み
て
ぞ
長
閑
か
り
け
る
吹
風
の
お
さ
ま
れ
る
代
の
春
の
こ
ゝ
ろ
は
（
≡

こ
の
歌
の
本
歌
は
著
名
な
、

世
中
に
た
え
て
さ
く
ら
の
な
か
り
せ
ば
春
の
心
は
の
ど
け
か
ら
ま
し

（
古
今
集
・
春
上
・
業
平
・
至
）

だ
が
、
季
節
は
本
歌
と
同
じ
春
に
設
定
し
な
が
ら
、
風
も
治
ま
っ
た
御
代
ゆ
え

に
、
花
を
見
て
も
の
ど
か
だ
と
逆
発
想
に
変
化
さ
せ
て
い
る
。

款
冬

行
春
も
や
ど
り
と
ら
な
む
夕
幕
の
庭
の
解
は
山
吹
の
は
な
（
一
五
）

こ
の
歌
は
、
去
り
行
く
春
を
擬
人
化
し
、
範
に
は
春
の
名
残
の
山
吹
が
咲
い
て

い
る
の
で
、
そ
れ
を
緑
に
宿
っ
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
本
歌
は
、

ゆ
ふ
ぐ
れ
の
ま
が
さ
は
山
と
見
え
な
な
む
よ
る
は
こ
え
じ
と
や
ど
り
と
る

べ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
今
集
・
離
別
・
遍
昭
・
毒
一
）

と
い
う
、
人
と
の
惜
別
の
悟
を
主
題
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

夏
月

い
か
な
れ
ば
ふ
す
か
と
す
れ
ば
あ
く
る
夜
の
月
ま
つ
程
の
久
し
か
る
ら
ん

こ
の
歌
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
こ

夏
の
夜
の
ふ
す
か
と
す
れ
ば
郭
公
な
く
ひ
と
こ
ゑ
に
あ
く
る
し
の
の
め

（
古
今
業
・
夏
・
貫
之
・
一
票
）

を
本
歌
と
す
る
。
本
歌
が
夏
の
夜
の
短
さ
を
詠
嘆
す
る
の
を
前
提
に
、
短
い

と
さ
れ
る
夏
の
夜
も
、
月
の
出
を
待
つ
時
間
は
、
と
て
も
長
く
感
ず
る
の
は
な

ぜ
か
と
屈
折
さ
せ
て
疑
問
を
提
示
し
、
月
を
待
つ
間
の
焦
燥
感
を
喜
わ
だ
た
せ

る
。
慶
運
歌
に
は
、
本
歌
の
発
想
を
、
こ
の
よ
う
に
逆
手
に
と
っ
た
り
屈
折
さ

11



せ
た
も
の
が
散
見
す
る
。

ま
た
、
本
歌
取
と
い
う
の
で
は
な
い
が
、
古
歌
を
前
提
に
し
た
、
次
の
よ
う

な
歌
も
存
す
る
。

関

旅
ご
ろ
も
立
よ
る
程
も
今
は
あ
ら
じ
あ
れ
て
年
ふ
る
ふ
は
の
関
や
は
（
芸
）

こ
の
歌
は
、
恐
ら
く
、

人
す
ま
ぬ
ふ
は
の
関
屋
の
い
た
び
さ
し
あ
れ
に
し
後
は
た
だ
秋
の
か
ぜ

（
新
古
今
集
・
雑
中
・
摂
政
太
政
大
臣
・
二
ハ
〇
〇

を
念
頭
に
置
い
て
詠
出
さ
れ
て
い
よ
う
。
良
種
の
歌
は
、
関
守
の
な
い
く
な
っ

た
荒
れ
た
不
破
の
関
屋
を
描
写
す
る
が
、
慶
運
歌
は
、
さ
ら
に
時
間
的
経
過
を

考
慮
し
、
今
で
は
荒
れ
た
関
屋
す
ら
存
在
し
な
い
と
す
る
。
こ
う
い
っ
た
、
先

捉
歌
の
詠
出
さ
れ
た
時
点
か
ら
、
さ
ら
に
経
過
し
た
対
象
の
様
子
を
描
写
す
る

方
法
は
、

橋

朽
ぬ
る
か
な
が
ら
の
橋
の
は
し
柱
た
つ
る
斗
は
世
に
の
こ
り
つ
ゝ
（
宍
）

の
歌
と
、く
ち
も
せ
ぬ
な
が
ら
の
は
し
の
は
し
ば
し
ら
ひ
さ
し
き
ほ
ど
の
み
え
も
す

る
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
拾
遺
集
・
賀
・
平
兼
盛
・
望
六
）

の
先
腱
歌
と
の
間
に
も
み
て
と
れ
る
。

以
上
、
こ
の
歌
集
の
浄
弁
と
慶
運
の
和
歌
の
特
色
と
し
て
、
先
樅
作
品
の
措

辞
や
発
想
に
類
似
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
や
本
歌
取
の
多
さ
と
、
そ
の
方
法
の

一
端
を
検
討
し
て
み
た
。

類
型
美
を
企
図
し
、
本
歌
取
で
転
換
の
妙
を
は
か
る
詠
歌
姿
勢
は
、
ま
さ
し

く
当
時
の
二
条
派
歌
風
と
傾
向
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
か
に
は
、

霧

夕
日
か
げ
残
る
か
た
の
み
あ
ら
は
れ
て
霧
に
こ
も
れ
る
峯
の
松
ば
ら

（
慶
運
・
莞
）

夕
立

浮
雲
の
か
1
ら
ぬ
方
は
み
え
ね
ど
も
日
影
ほ
の
め
く
夕
立
の
空（慶
這
・
二
三
）

の
よ
う
に
、
自
然
の
微
細
な
動
き
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
、
京
極
派
的
な
和
歌
も
若

干
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、

梅

こ
の
本
は
さ
ぞ
遠
か
ら
し
梅
の
は
な
匂
叫
引
引
引
引
春
風
ぞ
ふ
く
（
浄
弁
・
四
）

春
雪

春
や
と
き
霞
も
あ
へ
ぬ
散
花
の
笥
雪
は
降
つ
～

（
浄
弁
・
七
）

の
傍
線
部
の
よ
う
な
特
異
な
措
辞
を
駆
使
し
た
歌
も
稀
に
あ
る
。
「
匂
ひ
も
う

す
く
」
は
、
他
に
用
例
を
見
出
せ
な
い
し
、
「
面
影
さ
む
く
」
も
、
慈
円
歌
の

や
ま
里
の
庭
も
木
ず
ゑ
も
ふ
り
と
ぢ
て
恵
む
影
封
む
ぎ
雪
の
曙

（
拾
玉
集
・
四
七
畠
）

を
見
出
し
た
程
度
で
、
い
ず
れ
も
珍
し
い
措
辞
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ

た
例
歌
は
少
な
く
、
大
部
分
は
先
述
し
た
よ
う
な
和
歌
で
あ
る
。

書
陵
部
本
　
「
浄
弁
籠
慶
運
歌
集
」
は
、
こ
れ
ま
で
、
表
題
や
巻
頭
歌
の
署
名

以
外
に
、
浄
弁
・
慶
運
の
歌
か
ど
う
か
、
積
極
的
な
根
拠
を
つ
き
と
め
ら
れ
な

か
っ
た
。

本
論
考
で
は
、
こ
の
歌
集
の
歌
が
、
「
弘
長
石
首
」
歌
題
に
依
拠
し
て
詠
出
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さ
れ
た
、
百
首
定
数
歌
の
残
欠
で
あ
ろ
う
こ
と
を
実
証
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
事

実
を
前
提
に
、
特
異
な
措
辞
の
分
析
か
ら
、
こ
の
歌
集
の
歌
が
、
南
北
朝
期
の

二
条
派
歌
人
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
の
大
枠
を
定
め
、
信
頼
で
き
る
浄
弁
、
慶
選

歌
の
措
辞
や
発
想
に
類
似
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
ま
ず

は
、
署
名
通
り
、
浄
弁
・
慶
運
の
詠
草
と
み
な
し
て
よ
い
と
判
断
し
た
。
さ
ら

に
後
半
に
は
、
歌
風
の
問
題
に
も
触
れ
た
が
、
そ
の
傾
向
は
同
時
に
、
こ
の
歌

集
が
二
条
派
歌
人
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
側
面
か
ら
支
噂
す
る
結
果
を
も
た
ら

す
こ
と
に
も
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

注
1
　
拙
稿
「
浄
弁
の
自
筆
懐
紙
・
短
冊
集
成
」
　
（
岡
山
大
学
教
育
学
部
研
究

集
録
、
第
6
7
号
）
で
、
自
筆
懐
紙
歌
十
三
首
と
自
筆
短
冊
歌
三
十
二
首
を

収
集
し
た
こ
と
が
あ
る
。

2
　
木
藤
才
蔵
氏
校
注
『
連
歌
論
集
三
』
に
よ
る
。
な
お
、
伝
本
に
よ
っ
て

は
三
万
首
と
す
る
も
の
も
あ
る
。

3
　
拙
稿
「
『
慶
違
法
印
集
』
に
つ
い
て
」
　
（
中
世
文
芸
、
第
4
6
号
）
に
詳

論
し
た
こ
と
が
あ
る
。

4
　
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
る
。

5
　
注
1
の
拙
稿
及
び
「
慶
運
の
自
筆
懐
紙
・
短
冊
集
成
」
　
（
岡
山
大
学
教

育
学
部
研
究
集
録
、
第
6
9
号
）
。

6
　
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究
南
北
耶
期
』
。

7
　
佐
藤
恒
雄
氏
「
弘
長
石
首
考
（
上
）
1
成
立
を
め
ぐ
っ
て
　
ー
　
」
　
（
香

川
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
第
一
部
、
第
三
十
五
号
）
参
照
。

8
　
石
首
部
類
（
元
禄
十
三
年
刊
）
所
収
板
木
を
底
本
と
し
た
、
『
新
編
国

歌
大
観
第
四
巻
』
に
よ
る
。

9
　
「
弘
長
百
首
」
の
諸
本
（
十
六
本
）
を
調
査
さ
れ
た
佐
藤
氏
に
こ
の

点
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
他
の
諸
本
に
も
「
菊
」
歌
鼠
は
な
い
と
の
こ

と
。
「
弘
長
百
首
」
は
「
持
衣
」
　
「
霧
」
の
胞
だ
が
、
慶
運
は
「
持
衣
」

「
菊
」
の
旧
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
、
「
き
り
」
と
あ
っ
た
の
を

「
き
く
」
と
誤
諾
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
示
唆
を
佐
藤
氏
よ
り
受
け

た
。

1
0
　
『
日
本
歌
学
大
系
巻
五
』
に
よ
る
。

1
1
　
年
時
的
に
み
て
、
浄
弁
が
「
弘
長
百
首
」
の
詠
進
に
参
加
し
た
こ
と
を

想
定
す
る
の
は
無
理
で
あ
る
。

1
2
　
注
1
に
同
じ
。

1
3
　
群
書
類
従
巻
一
五
六
に
よ
る
。

1
4
　
注
5
の
拙
稿
。

1
5
　
群
書
類
従
巻
一
五
七
に
よ
る
。

1
6
　
拙
稿
「
『
頓
阿
石
首
』
の
諸
問
題
」
　
（
文
学
・
語
学
、
第
前
号
）
。

1
7
　
群
書
類
従
巻
一
五
八
に
よ
る
。

※
な
お
、
本
論
考
で
引
用
し
た
、
勅
撰
集
・
私
撰
集
・
私
家
集
・
定
数
歌

で
、
特
に
注
記
し
な
い
も
の
は
、
す
べ
て
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
本
文
と

歌
番
号
に
依
拠
し
て
い
る
。

－
　
岡
山
大
学
助
教
授
1
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